
クアドロータを用いた高齢者の表情の計測 
 

介護施設内において高齢者の方に適切な介護を行うためには、顔の表情を定期的に観察する

必要がある。現在は、介護士自らが被介護者の顔を一人一人観察し、笑顔で生活を送っている

どうかの判断を行っているが、被介護者に対する介護士の割合は不足しており、この手法では

非効率であり介護士に大きな負担を強いている。そのため、人間の顔を追跡しながら、表情の

計測を行うことのできる新しいシステムが必要である。本研究は環境カメラと移動カメラを併

用して人間の顔の追跡を行い、顔画像を撮影するシステムの構築を目的とする。 

提案手法では、小さなカメラが搭載されたクアドロータを用い、人間を追跡して顔画像の撮

影を行うことで表情の計測を行う(図 1)。環境カメラを用いて人間の位置・姿勢及びクアドロー

タの位置を計測し，人間の顔の正面から一定距離離れた場所へクアドロータを位置決め制御す

る。そして、その位置でカメラを顔に向けることで、顔画像の撮影が可能となる。図 2に 1台

の Kinectと 1台のクアドロータ(左上)を用い、1人の人間の顔を追跡する実験を行った様子を

示した。 
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図 1 システムのイメージ 

 

図 2 人間を追跡しているクアドロータ 

 


